第39回 日本建築法制会議 総会・講演会 議事録

日　時：2008年７月３０日（水曜日）10時00分～14時

場　所：東京都港区新橋3―16―3　港区立生涯学習センター　ばる～ん３０４学習室

出席者：１９名（50音順　敬称略）

　　　　講師　細野 透

客員　秋田 孝、安藤正義 、岡本憲尚、梶原博之、神田 順、佐藤孝弘、水津秀夫、

会員　大山 宏、加藤光一、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、西 邦弘、

平松朝彦、眞柄榮毅、室田達郎、柳澤孝次、山田利行

◇　講演テーマ　崖っぷち震度７裁判記

◇　講師　　　　細野　透（ほその・とおる）氏、原告側（地域住民）代表

細野透氏には、原告の立場ではありながら客観的・公正に、率直に語っていただきました。

また、その後の昼食会・懇親会の意見交換にも積極的にご参加いただきました。
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ここに、厚く感謝の意を表します。

○　講演配布資料（細野透）

・「震度７裁判報告」

・「建築差止め仮処分申立事件」静岡地方裁判所判決文

・「論点１は建築基準法そのもの」

1 1995年の阪神・淡路大震災（初の震度７）の被害

2 建物全壊率テーブル

3 浮き彫りになった建築基準法の欠陥

4 住宅品確法の導入ほか

　　　　　「訴訟の内容／建基法関連」

原告側の主張・被告側の主張・判決

・「論点２は改正宅地造成法の効力」

1 1995年の阪神・淡路大震災（初の震度７）の被害

2 宅地防災マニュアル（2007年3月改正）

3 「通知」と「技術的助言」

4 宅地造成等規正法第１６条（宅地の保全等）

5 宅地造成等規正法第１７条（改善命令）

　　　　　「訴訟の内容／宅造法関連」

「原告側の主張」・「被告側の主張」・判決

・「静岡県建築基準条例の違反容疑について」

1 第４８条（敷地から道路への自動車の出入口）

2 第１３条（敷地と道路との関係）

3 罰則　静岡県建築基準条例第５１条

4 建築基準法の「交通、安全、防火、衛生」の原則

· 「非木造建物全壊率」（中央防災会議・被害想定時使用資料）

· 講演参考資料（大山 宏）

・「震度７でも建築基準法を守っていれば大丈夫？」、高山峯夫

・村田真のマンション管理編集記「震度７でも建築基準法を守っていれば大丈夫」？、不可解な静岡地裁判決

・「浜松・マンション差し止め訴訟：「違法性がない」地裁支部、原告の訴え却下

、毎日新聞、2008年5月17日

・「浜松のマンション建設に住民が差し止め申請、建基法レベルの耐震性では

東海地震に耐えない」、nikkei BPnet,2008.06.07.

○　総会配布資料（大山　宏）

・「建築士法の成立過程と今後の課題(要旨)、速水清孝、

⇒　講演要旨および講演原稿は日本建築法制会議ホームページの提言・意見欄に掲載済。

　・「改正建築士法に基づく新しい建築士制度」の広報ビラ

・「自己規律なくして建築の自由はない」、桑原耕司、野城智也、他

NIKKEI ARCHITECTURE,2008-7-14

・「柏崎刈羽原発被災　増幅する地震波　揺れの大きさは地下構造で決まる」、毎日新聞、

2008．６．２９．

○　総会配布資料（辻英一）

　・鋼構造ジャーナル記事

　「ＪＳＣＡ第１９回総会、改正建築士法の施行をにらみ　協会「将来像」を決める年に、

　　　　　、2008年7月７日

　「談話室、和泉洋人国土交通省住宅局長、ＪＳＣＡ総会後の懇親会あいさつ」2008．7.14．

　・「関西建築技術研究会の記録、その８」（2008年5月）、（辻英一）

